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西塔跡発掘調査全景と東塔
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西塔跡発掘調査全景
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薬師寺発掘遺構図
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次

PL

l 薬師寺     (昭 和55年撮影)

2 薬師寺伽藍全景 1(昭 和35年撮影) 2(昭 和51年撮影) 3(昭 和55年撮影)

3 金堂基壇全景  東南上方から

4 旧金堂基壇全景 1 東南上方から  2 西北から

5 旧金堂基壇垂直写真

6 創建基壇垂直写真

7 旧金堂     1 土廂礎石 東から  2 同上 西から

3 土廂礎石と創建金堂中央階段 南から

8 金 堂     全景南から

9 金 堂     1 全景 南から  2 同上 西から

10 金 堂     1 雨落溝 (東面)東 から  2 同上 (北面)西 から

3 雨落溝 (東面)ゴヒから  4 同上 (西面)南 から

11 金 堂     1 南面階段 (東)南 から  2 同上 (中央)南 から

3 同上 (西)南 から

12 金 堂     1 東面階段 東から  2 西面階段 西から

3 北面階段 耳とから

13 金 堂     1～ 8 基壇羽目石 南から

14 金 堂     1～ 8 基壇四隅羽目石及地覆石

15 金 堂     1 地覆石 (東南隅)東 南から  2 同上 (西面階段北側)東 から

3 同上 (西面)西 から  4 同上 (東北隅)東 から

16 金 堂     1～ 4 土層

17 西 塔     基壇全景 西から

13 西 塔     1 基壇全景 西から (発掘調査前)

2 同上 北から (発掘開始後)

19 西 塔     1 基壇全景東 北から  2 基壇全景 東から

20 西 塔     1 階段と石敷き (東面)南 から  2 同上 (西面)南 から

3 同上 (北面)東 から  4 同上 (南面)東 から

21 西 塔     1 心礎 西から  2 心礎と舎利孔石蓋

3 心礎据え付けの根石と基壇版築

22 西 塔     1 階段 (北面)】ヒから  2 同上 (西面)東 から

3 同上 (西面)南 から



23 西僧房     1 全景 北から  2 同上 西から  3 同上 西南から

24 西僧房     1 第 1房 (後室)東 から  2 同上 東から

3 同上 (前室)西 から

25 西僧房     1 第 3房 (全景)南 から  2 同上 (後室・付属屋)南 から

26 西僧房     1 第 4房 (全景)南 から  2 同上 (後室・付属屋)南 から
27 西僧房     1 第 5房 (全景)南 から  2 同上 (後室・付属室)南 から
28 西僧房     1 第 6房 (全景)南 から  2 同上 (後室・付属屋)南 から

29 西僧房     1 第 7房 (全景)南 から  2 同上 (後室・付属屋)南 から

30 西僧房     1 第 3～ 5房 (中室)西から  2 同上第 5～ 7房 (中室)西から
31 西僧房     1 第 7房 (中室)東 から  2 第 6・ 7房 (中室)東 から

3 第 5・ 6房 (中室)東 から

32 西僧房     1 間仕切り (第 4・ 5房間) 2 同上 (第 6。 7房間)
3 同上 (第 6・ 7房間) 4 同上 (第 7・ 8房間)

33 西僧房     1 間仕切り (第 5房入口) 2 同上 (第 7房入口)

3 同上 (第 5房前 。中室間) 4 同上 (第 7房中・後室間)
34 西僧房     1 柱間装置 (第 7房)】ヒから

2 側通 り入側通 り扉口 (第 7房)西 から

3 背面入側通 り扉口 (第 5房中室)東 から

35 西僧房     1 付属屋 (第 3・ 4房)】ヒから  2 同上 (第 4房)耳ヒから

3 同上 (第 6。 7房)ゴとから  4 同上 (第 5房)ゴヒから

36 西僧房     1 小子房 (第 3～ 5房)西 から  2 同上 (第 3～ 6房)東 から

3 同上 (第 3・ 4房)】ヒから

37 東僧房     1 全景 西から  2 同上 東から

38 東僧房     1 第 1房 南から  2 同上 北から  3 第 1。 2房 北から

39 東南僧房    1 東南僧房 北から  2 同上 東から

3 同上 西から  4 同上南端 南から

40 食 堂     1 南面階段 東から  2 西北隅雨落濤 南から

3 西側柱列礎石下地業と雨落濤 東北から

41 +字廊     1 小子房とのつながり 東から  2 同上 南から

3 井戸 西から

42 +字廊     1 西半部全景 西から  2 西南入隅部 南から

3 西北入隅部 東から

43 講 堂     1 東北隅 東から  2 同上 北から  3 東南隅 北から

44 鐘 楼     1 基壇 南から  2 同上 西から  3 同上 北から



45 鐘楼・経蔵   1 鐘楼南面階段 西南から  2 同上西面階段 東から

3 経蔵南辺地覆石・回廊北辺地覆石 西から

46 回 廊     1 西南入隅部 北から  2 南面回廊北雨落濤 西から

3 南面回廊北雨落濤 東から

47 回 廊     1 東北隅 西から  2 同上北雨落濤 西から

3 同上東雨落濤 南から  4 同上落下した軒瓦 西北から

48 回 廊     1 回廊東南隅 東から  2 同上 南から

3 南面回廊 西から

49 回 廊     1 回廊東北隅 東から  2 回廊西南隅 北から

3 回廊西南隅暗渠 南から  4 東面回廊東側 北から

50 南 門     1 南門前発掘状況 西から  2 同上 東から

3 同上南階段西入隅 南から  4 同上西側築地とりつき 西から

5 同上東側築地とりつき 南から

6 同上西北築地とりつき 西北から

51 南大門     1 北階段西北入隅 東から  2 東北隅地覆 東北から

3 東南隅地覆 東南から

52 中 門     全 景

53 中 門     1 全景 西から  2 同上 東から

54 中 門     1 北面雨落溝 西から  2 南面雨落溝 東から

3 南面回廊中門とりつき部東南隅 東から  4 同上 南から

55 中 門     1 仁正像台座 (東)南 から  2 同上 (西)南 から

3 同上 (東)西 から  4 同上 (西)東 から

56 中 問     1～ 6 礎石据付け穴

57 中 門     1～ 4 基壇土層断面

58 唐院地区    1 全景 南から  2 据立柱建物,井戸 東から

3 井戸,土墳 南から

59 その他の遺構  1 収蔵庫建設予定地東半部 西北から

2 同上西半部 東から  3 据立柱建物 S B031・ 032 東から

60 その他の遺構  1 東院堂前 西から  2 収蔵庫建設予定地 東南から

3 同上 南から  4 同上 南から

61 その他の遺構  1 北門地区 西から  2 宝積廃北 トレンチ 東から

3 同上南 トレンチ 東から

62 その他の遺構  1 六条大路南側濤 北から  2 本坊北方西 トレンチ 東から

3 同上西 トレンチ 西から  4 同上東 トレンチ 西から
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95 軒平瓦

96 軒平瓦

97 軒平瓦

98 軒平瓦

99 軒平瓦

100軒平瓦

101 軒平瓦

102軒平瓦

103 鬼 瓦

104 道具瓦 ,導

105 文字瓦・戯書瓦

106 西僧房出土土師器

107 西僧房出土土舗器

108 西僧房出土黒色土器・白色土1器

109 西僧房出土須恵器

110 西僧房出土中国製磁器

111 東僧房出主主器

112 S K47出上須恵器

113 SBO解,S E037出 土上器・須恵器

114 S E048.041出土土器

115 SK飩 3・ 0独・046 LBELEL器

116 S E040,S K051出 上土器

117 墨書土器

1ls 墨書土器

119 金属器

120 金属器・石製品

121 金属器

122 銭 貨
123 塑 像
1愛 塑 像

125塑 像

126塑 像
127塑 像

123 脱乾漆像

129 金鋼仏像    1 前から  2 左側面  3 右側面  4光 背支柱

5 法隆寺献納金釦仏 154号像―
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1。 南開発掘前状況
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2.同  上  西から

3.同上西側築地
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その他の遺構
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封しか ら

2 本坊北方西 トレンチ
東から

3.同 上西 トレンチ
西 か ら

4 同上東 トレンチ
西 か ら

. itlこ |
ヽ r

移麟モ



S IE049

W
4__

|′ it圧‖
`虫

と1狂 SE(〕 〕)

0                                                   3m
1



t専議 ||

年
☆ 革

=

′軸 瓶
1.十字廊井戸 (B)
2, S E039  封しから

3. S E049 東から

南から 4. S E040 南から
5。  SE041  南から
6. SE042 Jし から

(PL.4を 参照 )

一余
ｉ

一

押
↓甘

一

ン
一
一

1景 ド
ー
 ■



一̀

>

池

池

天

地

玄

黄

宇

宙

洪

荒

日

月

霊

亀

二

年

二

月

□
ｙ
　
肇
￥

γ
　
口
募
普

□

ｙ

工

そ

去

逆
預
Ｙ
コ

霊

（
亀

の

絵

▼

一
年

営

ｙ

普

普

・
霊

亀

二

司
瀾

・
□
□年

此

番

止

羅

尤

霊
亀

二
年

四
□

□
野
朝
臣
宅

白

申

申

申

在
□
□
□
□
易
易
逝
連
□

影
要
　
盟
　
□
□

（
戯

　

一画

）



木   簡 PL.64

3:4



軒丸瓦・軒平瓦

6121-A

6641-H

6276-A

6641-G



靴

136とZ9)と



2(6276-A)

2(6276-A)

3(6276-E)



軒丸瓦 。軒平瓦

6276‐ E

6641-|

6304‐ E

6664‐ O





3(6133-H)

10(6234Ab)

9(6225‐ E)

11(6282-Ba)

12(6232‐ G)

15(6291-A)

16(6291-B) 13(6232-H)



8(6133H)

ｆ
，
，
，
，
， 17(6296A)



21(6308‐ B)

22(6308-H)

(6313‐ D)

20(6308-A)

24(6314-A)

26(6316‐ B) 25(6143-A)





27(6316-H) 23(6348-A)

33



0ウ

ヽ
一

‥

”

≫

，

Ｉ

、

“中】ヽヽ
ヽ

ヽ
、
、



36

4341



軒丸瓦 。軒平瓦

42

246



寺Ｆ
‐
Ｂ
‐
′‐
】
↓

Ｂ‐
Ｆ，
，′
″デ
　ヽ
‐‥
．

・Ｅ
Ｂ方
万劾
窃物
笏″
勿勿
物″
″勿́
´́



46

51

52



ヽ
―
サ

‥
ｌ
ｌ
Ｌ
ｒ
‥
１
１
１
、
ア
，
」
「
　

一



58

57

56

61



刊
♂
ミ
ｈ

“Ｊ



66

65

74

73

72

75

76

6977



軒丸瓦・軒平瓦 PL.76

７

８

６

８２

５

５

０

９

１

　

２



,     I
I

:

ヽ
″

‐ヽLL_〕

ヽ
………J



8683

87

8881

8982



′
ヽ
「

中Ｊ

プ

　

一

18



8491

85

93



0:! 60:

80'



109103

110



8:[



121

118

114

115

116



軒丸瓦・軒平瓦

120

306

168

359





124

127

126

147128





155149

150



●
●

____ゴ L、
町~‐‐時時」



129

160

162

125





172

174



■

．
メ

・



165144

166163

164



孵
物
物

９８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側



138

135139

140

142137



ｔヽ
１剖ヽヽヽヽ



187182

188183

190184

185



Ｆ
Ｉ

ｌ
ｉ

ｌ

だ

汀



軒丸瓦 。鳥表

197192

198193

195





205(6641‐ M)

209(6553)

209(6553)

201(6641-G)

202(6641-H)

210(6663‐ A) 203(6641‐ 1)

211(6663‐ B) 204(6641-K)





軒平瓦 PL.91

213(6663-F) 207(6647-F)

216

217

221(6681-A)

223(6631-C)

206(6646-A)

208(6647-G)

212(6663-

214(6663-H)

215(6663-|)222(6681-B)



(VgLZ9,88Z



229(6702‐ G) 219(6665-8)

228(6702‐ A)

233(6725-A)

230(6719‐ A)

224(6685‐ F)

225(6691-A)

227(6694‐ A)

232(6721-G)2+C)



M



234(6763‐ A) 235(6763‐ B)



247

250



249

251



265

矧

263

262



267

268 262

263

264



確

弘Z



231

275

282

277

284



L9Z



290

292



808



311



818





¨一　
一

掟8

188

6乙8



軒平瓦 PL.100

329

330

337





７４

　

　

　

′

３



048                       998

甥 賜―



PL.102

356

369

363



幹
“誉

．ゥ
路

熟
苺
帯
〓
ｒ
，



PL。 103



:::



道具瓦

蜂

PL.104

11





文字瓦

,■■
i  |ヽ:

イ
'

PL 105

移

▼
エ

ガ

ィ

オ
ー
を
'‐

:

= /r!1/



＼

|   ＼

て |: ＼ヒ】
＼

＼
,1

＼  5

子
〒 て≡三三勇 ＼__里_猛

淳 :   5 マ ニラ 2     9

`

57

＼
…   十

一

…

7



西僧房出土土師器 PL。 106

47

11

つ
▲

20

19

―

…

 
ヤ

51



ヶ_ン~こここ
=下
~~~~~、

、

―
す

―
―――一

十~ ~~~ ~

=二=T~~~



西僧房出土土師器 PL。 107

73

77



q:↓

と!:::::::::::::::::::::ども

8

と

騒▲

二・ _卜、

も些Ξ堅込

一
―
―
墨

序

孔
＼
ゝ

ぅ 邊JII「4



西僧房出土黒色土器・白色土器

超一　ラｒ『

●
“

８

PL。 108

102

99

97

121



8:!!!:::::::::::::ど

さこ

と



西僧房出土須恵器 PL.109

128

1:41:2 139



891″
ぉ西西

〔≡〒上と_Z91

＼

卜＼

渉rfFrT■＼＼―込



西僧房出上中国製磁器

1:2

PL。 110



が

Lと_ _

LⅢli二

Z61

ISI´

4`'″

JF戸
:百≡三Ξとと、

06

891廻

1681J″

″
"″

)"JBこ
ここここIi:三三

F≡

三と、

|:、

卜＼
さゝ

98

881/″
炉戸百

匠了

業

.＼

,

1多″字＼





― _生
=

てとと::::::::::::::::!!!!:::::::!::!!!!JⅢ 212    r∠
                         214

217F~~~~季
L噴
、
.218

くミ〔:::::::::[::::::::'I;26

~215

＼
＼
単 27

て  i___ キ』             228

て 三 亘 三 三 7230



S K047出 土須恵器

233



2研       2刺      
μ3

別

ノ   川   加

四    盟    邪

|

ミ
｀
                     52

氏ミ〔〔::::::::::::::::::::::::::::::''F::3
|

B
265

「

を ~IE卜 Lヽ
、
266

司
―

性         lo         20cn



S B032・ S E037出 土l=上器

267

255

食堂】し方SB032に伴 う
土砿出上

263・ 255。 256

唐院SE037出土
259。 265・ 266

267・ 268・ 270

273

1:2



SE048

SE041

282

SE046

ヒ 塁
=二=義 2

＼
                     26

27

＼くEEEEIΞ三二]:::::::「FFそ28

29

330

乙l     o
くくミ:::::::::::::::]:::::::::::::::;''F,91

＼＼くここ=土_と口
J″巧92

<く
≡三三ヨ三三

=万

フ
孔98

｀`
＼`こ三ミi三二三二三こと雪巨■..口

""「

FFI!i3

~ユ ===第 4

4

02

＼
            86               5

03

9 申 98

比
~~312       ~~314

313        ~~315

37

o                   lo                  20cm



SE048・ SE041・ SE046出 ±1‐L器

294

297

319



SK043

8

9

《三正三三三三正三三万孔50

《
くこ正三正三Ξ三三三フζ53

54

く
＼
                      55

′́
345   (三三正三正三三三三万戸亀56

一

引
鮒 て

互 ＼＼工 】 52

20cm

SE044

門
70       (三こここ三二EEE[:::Ξ三二ここ房ム80

く
~81

82

~83

ぞ煮≡坦望ノ亀
400
0          10



SK043・ 044出 土l■器

７

　

　

　

　

５

７

　

　

　

　

８

３

　

　

　

　

３

381  1

1    徊

399



S K051

1

くく〔〔:::::::::::::::::::''I109

0

11

12

＼
＼_二生車口″/413

0

＼`

-421

2

【「 ~~423

403

4134

06

405   
く
くこ正三正Ξ正三三三:万

フ
名4

牛15

〈＼_二二二上田.ロロ

"T朝
6

407 R__i_417

418

SE040

0                   10                  20cm

55 ~56

435                               45

436       ＼＼

-46くて〔〔〔:::::::::::::::::::::::::'''i子 :7      ＼
                       47

＼く`＼＼正三L口
"″
μ150

51

く三三こここここここ[:::::::「号152

453



・SK051出土と三上器

416

421

422



番号 出土地点 記 載 内 容

「事」「風」「楽」「非」 (外面 )

「罪」「證」「東」「羅」「如」(内面 )

(入面 )

「□□習所」
(人面 )

(戯画 ?)

器種と記載部位 時 期

土師器皿AI  底内外1

14

27

37

38

S E 037

H L31土 拡

S K043

P B42包 含層

土師器杯 Aヵ

土師器皿 AI

土師器

土師器皿 A

8C前半

8C

8C後半

1l C～

HC～

底外

底外
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底外



塁書土器

つ
０

各 ⅢⅢ

PL。 117

`  ,|_

と i年 11■・

メ

デ
^



番号 出土地点 記 載 内 容

「奈戸」確曳
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「我」「□」「□」

「月」「月」F乙七十日」「日」
「 ぢt」

「□」

「依」

ドこi名甘」
「東」

「真□」

「徳」「□」「□」

「薬寺」

F乙も
]

「得」「□」「□」

「□」「□」

「□」「□」「□」

「□」

「□」「□」「□」

「□」「□」「□」「□」「□」

F己七
]

「□」

「招」

「□」

「□□□□」

「 i4・ 」

「井」
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「□」 「□」「□」
[ハ ヵ]
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「貨一」
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土師器杯 Aヵ
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土師器杯 Aヵ
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土師器皿 A II

須恵器皿 CI

土師器皿AI

須恵器皿 C

土師器杯 Aヵ

土師器杯 Aヵ

土師器皿AI
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須恵器鉢 D

土師器杯ヵ
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土師器杯 A

須恵器杯A

灰釉陶椀
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黒色 A tt B

土師器椀A

土師器皿 A

黒色B椀

土師器皿AI

体外

底外

1 頂外

頂外

底外

体外

頂外

底外

脚柱部内

頂外

底外

頂外

底外

底外

底外

底外

底内

底内

底内

底外

底外

体外

底外

底外

底外

底内

頂内外

底外

底外

底外

底外

底内

底外

底外

底外

底外

底外

8C前半

8C

8C前半

8C

8C

8C

8C中

8C

8C前半

8C後半

8C

8C後半

8C

8C後半

8～ 9C

8C?

8C?

8C?

8C後半

8～ 9C

8～ 9C

8～ 9C

8C

8C?

8C後半

8～ 9C

8～ 9C

9～ 10C

8C

9C

9C

10C

9～ 10C

8C?

1l C～

10C

8C後半

刻
　
書

線
　
墨

HM31・ 32

H K30」サ広

H K50包含層

西僧房床面

西僧房焼土

西僧房包含層

H区包含層

L」 14包含層

G L22溝出土

H M38土競i

描
　
書

〃
　
　
ラヘ
　
墨
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6

17

14～ 16
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１

８

１
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金属器・石製品

25

30



∩
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悧
職
桁
脳
風
吟
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39-45





19                20                21               22

10

24              25



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

菩 薩

如 来

〃

〃

′′

′′

菩  薩

〃

′′

′′

′′

20

154

152

124

1809

150

38

82

84

89

80

頭部右半

裾

右肩にかかる衣

左足裏

左膝部

上背面

宝 善

左 胸

左胸飾

腕 釧

左 胸

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土塑像断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化

財研究所)中の番号を示す。



如来形・菩薩形

菩薩形

10 11



番 号

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

善 薩 形

比 LI 形

武 装

準理番号

90

102

108

151

166

332

275

1 0

176

17

1

167

157

803

801

向11専 (B宛 9‖ lNl)

オf手 (腕釧付 )

左_Li‖専(∵▼釧1付 )

をf腰言h

右裾

杵|

腰と左腕

頭部左 li半

イ「肩前

:れ irb。 国油
:

ガ〔言h・ /j:1則 lhi

前‖中の袖

白11年の袖

liギ子嗣
`

イf打句

整lll番号は、『薬師寺西塔跡出JiWl像円i片』 (奈良
「
I立博物館・

奈良区1立文化財研究所)中の番号を示す。



16 22

武装彫

23 25 26



番 号

27

28

29

30

31

32

33

34

‐35

36

37

33

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48.

49

武装1形

″

″
―

〃

″

,

〃

〃

〃

〃

″

〃

″

,′

′′

〃

俗 形

"

′
'

″

″

″

″

沓

甲部分上半

甲締紐の結目

口と左頼

右腰前

立形・左盛

左襟

鰭袖

頭部右半

髪

髪裏面

獣帽と左1耳

獣帽と右耳

繰の■Ha

右腕 ■鰭衣

巻髪の誓

二重瞼 (男子)

杏仁形の限 (男子)

右日・鼻翼・昏 (男子 )

左半を残す面部 (男子 )

顔中央を残す面部 (男子

'
右頼・鼻翼・唇を残す面部(男子 )

唇と顎 (男子)

整理番号

●25

820

147

14

811

809

813

202

7

52

74

19

22

169

109

3‐ 7

4-

6

0

13

12

16

15

整理番号は、「薬師寺西塔lth出―土塑像1断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化財
研究所)申の番号を示す。



塑像

武装形

PL.125

天部形 (含魔類 )

俗形 (男子 )

37

42

43 48



50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

撲頭 (男子 )

頭部正面(童子 )

頭巾正面

面部左半(童子 )

頭部正面(童子 )

イ由

肩 (婦女 )

衣垂下部

頭巾正面(婦女 )

右脚

垂下右袖

129

3

127

11・ 21

5

263

164

161

127

217

168

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土型像断片』 (奈良国立博物館・奈良国立文化財

研究所)中の番号を示す。



PL。 126

5352

衣・袖・膊

58



61

62

63

64

65

66

67

68

69

左手先

左手先

左手先

左手先

合掌手

左袖口上面

雲須弥山

孝旨

右腰前

94

99

92

103

101

107

1811

116

811

整理番号は、『薬師寺西塔跡出土塑像断片』 (奈良国立博物館・

奈良国立文化財研究所)中の番号を示す。



PL。 127

衣・袖・手

５

畿

６

Ｖ

載

４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

70



脱活乾漆像 PL.

15

1)1～ 11(1:2), 12～ 16

16 14



金銅如来形立像

5

1 前から 2.左 側面 3 右側面 4

4

5 法隆寺献納金銅仏154号像光背支柱


